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医学研究センター

研究主任部門

依田　哲也
（部門長）

1．構成員
部 門 長　依 田 哲 也（YODA Teysuya） ：大学病院口腔外科：教授：任期：H28 年 4 月 1 日～ H30 年 3 月 31 日
副部門長　田 丸 淳 一（TAMARU Junichi） ：総合医療センター病理部：教授：任期：H28 年 4 月 1 日～H30 年 3 月 31 日
　　　　　下 岡 聡 行（SHIMOOKA Toshiyuki）：保健医療学部医用生体工学科：教授：任期：H28 年 4 月 1 日～ H30 年 3 月 31 日
　　　　　海老原康博（EBIHARA Yasuhiro） ：国際医療センター中央検査部：教授：任期：H28 年 4 月 1 日～H30 年 3 月 31 日
部 門 員　町 田 早 苗（MACHIDA Sanae） ：医学研究センター：助教：任期なし

2．目的
　本部門は研究活動にとって有意義な情報が研究主任を通して基本学科の研究員の隅々まで伝達できるよう，体制整備を行
う．研究主任に対して，基本学科の研究の責任者であると同時に研究費を適正に管理・運用する責任者であることも自覚し
ていただき，適正な運用を推進するよう指導する．研究者向け情報を発信し，研究主任から各所属部署内での周知徹底を依
頼する．学内での共同研究が推進できるよう体制整備に努め，支援活動を行う．本年は学内グラント成果発表会を 2 回/年開
催し，学内の研究推進を図る．

3．学内グラント受賞者成果発表会の企画・開催
1）第 15 回学内グラント受賞者成果発表会
　 日時：平成 29 年 7 月 21 日（金曜日）17：00～19：15
　 場所：毛呂山キャンパス・本部棟第 3 講堂
　　　　 川越キャンパス・管理棟 2 階カンファレンス 3（テレビシステム中継）
　　　　 日高キャンパス・管理棟 3 階大会議室（テレビシステム中継）
　 発表者（敬称略；所属）・演題：
　 （1）17：05～　高木理英（医学部　免疫学）
　 　　「メラノーマの新規治療法に関する基礎的研究」（H28 関口記念特別賞）
　 （2）17：30～　吉川圭介（医学部　薬理学）
　 　　「環状ホスファチジン酸誘導体の脱髄抑制・ミエリン再生メカニズム解析」
　 （3）17：55～　相崎良美（医学部　大学病院　リウマチ膠原病科）
　 　　「リウマチ性疾患におけるヒストン修飾の解析」
　 （4）18：20～　関　要（医学部　国際医療センター　心臓内科）
　 　　「活性型第 X 因子直接阻害薬の in vitro 実験系における臓器特異性，安全性の検証」
　 （5）18：45～　山下高久（医学部　総合医療センター　病理部）（川越からの発表）
　 　　「ALCL における MAX 発現抑制機構の解明と予後解析」
　 総合司会：大学病院　依田哲也
　 座長：大学病院　緒方大，山元敏正，医学部　魚住尚紀，国際医療センター　海老原康博，総合医療センター　多林孝之
　 開会の辞：別所正美学長　閉会の辞：松下祥　医学研究センター長
　 総参加数：合計 91 名（大学院生　26 名，保健医療学部生　3 名）
　　　　　　 毛呂山キャンパス　62 名　（大学院生　13 名，保健医療学部生　3 名）
　　　　　　 日高キャンパス　　14 名　（大学院生　 7 名）
　　　　　　 川越キャンパス　　15 名　（大学院生　 6 名）
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2）第 16 回学内グラント受賞者成果発表会
　 日時：平成 30 年 2 月 23 日（金曜日）17：00～19：15
　 場所：毛呂山キャンパス・本部棟第 3 講堂
　　　　 川越キャンパス・管理棟 2 階カンファレンス 3（テレビシステム中継）
　　　　 日高キャンパス・管理棟 3 階大会議室（テレビシステム中継）
　 発表者（敬称略；所属）・演題：
　 （1）17：05～　梶原健（医学部　大学病院　産科・婦人科）
　 　　「胚と子宮内膜の相互シグナルに着目した着床現象メカニズムの解明」
　 （2）17：30～　多林孝之（医学部　総合医療センター　血液内科）（川越からの発表）
　 　　「腫瘍幹細胞を標的とした多発性骨髄腫に対する治療構築のための基盤研究」
　 （3）17：55～　菊池透（医学部　大学病院　小児科）
　 　　「子ども達の将来と次世代の健康を見据えた生活習慣病予防方法の確立」
　 （4）18：20～　池田正明（医学部　生理学）
　 　　「気分障害と時計遺伝子の概日リズム発現における振幅減衰化の機構解明と治療応用」
　 （5）18：45～　松井政則（医学部　微生物）
　 　　「がんの免疫逃避における新規免疫抑制分子，DC-HIL の役割解明」（H28 丸木記念特別賞）
　 総合司会：大学病院　依田哲也
　 座長：ゲノム医学研究センター　米田竜馬，鈴木歩，大学病院　寺脇幹，松岡孝裕，医学部　川野雅章
　 開会の辞：別所正美学長　閉会の辞：松下祥　医学研究センター長
　 参加者数：合計 80 名（大学院生　29 名，医学部生　1 名）
　 　　　　　毛呂山キャンパス　57 名（大学院生　12 名，医学部生　1 名）
　 　　　　　日高キャンパス　　 9 名（大学院生　 6 名）
　 　　　　　川越キャンパス　　14 名（大学院生　11 名）




